
０、全コース共通　（卒業必須） 　=基礎教養系科目 　＝専門教育系科目 科目の右の数字は単位数

２ 2 4 4

キリスト教概論Ⅰ ２

言語による表現活動Ⅰ－１ １ 言語による表現活動Ⅰ－２ １

社会福祉概論Ａ ２

１、社会福祉コース 　=基礎教養系科目 　＝専門教育系科目 科目の右の数字は単位数

○ 医学一般 ２ ○ 社会学 2 地域福祉論Ａ 2 地域福祉論Ｂ ２ 社会保障論Ａ ２ 社会保障論Ｂ ２

社福援助技術概論Ａ ２ 社福援助技術概論Ｂ ２ 社福援助技術論ⅠＡ 2 社福援助技術論ⅠＢ ２ 社福援助技術論ⅡＡ ２ 社福援助技術論ⅡＢ ２

老人福祉論 ２ ○ 心理学 2 公的扶助論 ２ 介護概論 ２

社会調査 ２ 医療福祉論 2 福祉経営学 ２ △ 更生保護制度 ２

児童福祉論 ２ 障害者福祉論 ２ △ 権利擁護と成年後見制度 ２ △ 就労支援 ２

社会福祉概論Ｂ ２ 福祉行財政と福祉計画 ２

２ 2 社福援助技術演習Ⅲ １

2

社福実習 ４ 社福実習（介護支援等）4

非卒
科目

社会福祉士国家試験対
策講座（特講Ⅰ） 2 4

スポーツ科学論 ２ 心理学特講 ２ 教育学Ａ ２ 教育学Ｂ ２ 教育心理学Ａ 2 教育心理学Ｂ ２

情報活用論Ⅰ 2 日本国憲法Ⅰ ２ 教育社会学 ２ 障害者福祉特講 ２

身体による表現活動Ⅰ 1

○ 日本国憲法Ⅱ ２ こころとからだのしくみ ２ 発達心理学B ２

認知症の理解 ２

○ 道徳教育論 2 教職入門 ２ 福祉科教育論A ２ 福祉科教育論B ２

教育課程論（中・高） ２ 特別活動論 ２

教育方法論 ２ 1

生徒指導論 ２ 教育実習（高校） 2

教育相談 ２ 教職実践演習（中・高）2

精神保健学A ２ 児童福祉論 2 教育社会学 2 ｽｸｰﾙｿｰｼｬﾙﾜｰｸ論 ２ ｽｸｰﾙｿｰｼｬﾙﾜｰｸ演習 １

ｽｸｰﾙｿｰｼｬﾙﾜｰｸ実習指導 １

ｽｸｰﾙｿｰｼｬﾙﾜｰｸ実習 ２

教職入門 2 ○ 教育相談 2

○ 生徒指導論 2

人間福祉学部の科目系統図　（コースと科目群）

SSW
必修社会福祉士あるいは精神保健福

祉士資格を持ち、学校や教育機
関でスクールソーシャルワーカー
として働くことをめざす。 必修

非卒単

社会福祉士国家試験対策講座（特講Ⅱ）

社会福祉士資格をもち、福祉社

会に貢献する人材を育てる教育

のプロを目指す

教職
(福祉)
必修

教職
(福祉)
必修

非卒単
教育実習事前・事後指導

福祉に関する専門的知識及び技
術をもって、身体上もしくは精神上
の障害があること、または環境上
の理由により日常生活を営むのに
支障がある者の相談に応じ、助
言、指導、福祉サービスを提供す
る、または医師その他の保健医療
サービスを提供する者その他の関
係者との連携及び調整その他の
援助を行うことを業とする社会福
祉士としての力量を養う

社士
必修

社福援助技術演習Ⅰ 社福援助技術演習Ⅱ

社福実習指導

前期 後期 前期 後期後期 前期 後期

人間福祉専門演習Ⅱ

学習目標 区分
1年次 2年次 3年次 4年次

前期

社会福祉諸問題に対応できる理
論と技術を理解し、世界平和と人
類の福祉に貢献する素地を養う。
（学則第1条並びに第3条（１））

卒業
必修

人間福祉基礎演習Ⅰ 人間福祉基礎演習Ⅱ 人間福祉専門演習Ⅰ

4年次

前期 後期 前期 後期 前期 後期 前期 後期
学習目標 区分

1年次 2年次 3年次

○＝３つの中から、１つを選択

△＝３つの中から、１つを選択

○＝選択科目

○＝選択科目



２、精神保健福祉コース 　=基礎教養系科目 　＝専門教育系科目 科目の右の数字は単位数

○ 医学一般 ２ ○ 社会学 2 地域福祉論Ａ 2 地域福祉論Ｂ ２ 社会保障論Ａ ２ 社会保障論Ｂ ２

○ 心理学 2 公的扶助論 ２

福祉行財政と福祉計画 ２ 権利擁護と成年後見制度 ２

社会福祉概論Ｂ ２ 医療福祉論 2

障害者福祉論 ２

精神保健学Ａ ２ 精神保健学Ｂ ２ 精保相談援助の基盤(基礎) ２ 精保相談援助の基盤(専門) ２ 精保援助技術演習Ⅰ １ 精保援助技術演習Ⅱ １ 精保援助技術演習Ⅲ １

精保福祉論Ａ ２ 精保福祉論B 2 精神科リハ学Ａ ２ 精神科リハ学Ｂ ２

精保福祉論C 2 精保援助技術各論Ａ ２ 精保援助技術各論Ｂ ２

精神医学Ａ ２ 精神医学Ｂ ２ 3

5

非卒
科目

4

精神保健学A ２ 児童福祉論 2 教育社会学 2 ｽｸｰﾙｿｰｼｬﾙﾜｰｸ論 ２ ｽｸｰﾙｿｰｼｬﾙﾜｰｸ演習 １

ｽｸｰﾙｿｰｼｬﾙﾜｰｸ実習指導 １

ｽｸｰﾙｿｰｼｬﾙﾜｰｸ実習 ２

教職入門 2 ○ 教育相談 2

○ 生徒指導論 2

【備考】　社会福祉士と精神保健福祉士のダブル資格をめざす場合、上記のほかに「社会福祉士の専門科目（固有科目）」の修得が必要。

３、介護支援コース 　=基礎教養系科目 　＝専門教育系科目 科目の右の数字は単位数

日本国憲法Ⅰ ２ 心理学 ２

医学一般 ２ 社福援助技術論ⅠA 2

老人福祉論 ２ 児童福祉論 ２ 障害者福祉論 ２

社会福祉概論Ｂ ２

介護福祉論Ⅰ ２ 介護福祉論Ⅱ ２ 介護過程Ⅰ ２ 2

生活支援技術（介護）Ⅰ ２ ４ 生活支援技術（介護）Ⅲ ２ 2

介護総合演習Ⅰ １ 介護総合演習Ⅱ １ 介護総合演習Ⅲ １ 介護総合演習Ⅳ １ ケア管理論 2

介護コミュニケ技術論 ２ 発達と老化の理解 １ 介護の基本Ｄ(レク) ２ 介護の基本Ａ（生活文化） ２ 介護の基本Ｃ（緩和ケア） ２ 医療的ケアＡ 2

認知症の理解Ａ（医学） ２ 認知症の理解Ｂ １ 障害の理解 １ 介護の基本Ｂ（予防と運動学） ２ 医療的ケアＢ 1

こころとからだのしくみＡ（介護） １ こころとからだのしくみＢ（介護） １ 生活支援技術A（栄養・調理） 1 社福援助技術論ⅠB 2 医療的ケアＣ 1

生活支援技術Ｂ（住居・被服） 1 社会学 ２

介護基礎実習Ⅰ ２ 介護基礎実習Ⅱ（地域） １ 介護過程実習 ３ 介護総合実習 ４

非卒
科目

介護福祉士国試対策講座Ⅰ 2 4

【備考】　社会福祉士と介護福祉士のダブル資格をめざす場合、上記のほかに「社会福祉士の専門科目（固有科目）」の修得が必要。

介護福祉士国試対策講座Ⅰ

前期 後期

専門的知識及び技術をもつて、身
体上又は精神上の障害があること
により日常生活を営むのに支障が
ある者につき心身の状況に応じた
介護を行い、並びにその者及びそ
の介護者に対して介護に関する
指導を行うことを業とする介護福
祉士としての力量を養う

社士
共通

介護
必修

介護過程Ⅱ

生活支援技術（介護）Ⅱ 介護過程Ⅲ

1年次 2年次 3年次 4年次

前期 後期 前期 後期 前期 後期

SSW
必修

学習目標 区分

社会福祉士あるいは精神保健福
祉士資格を持ち、学校や教育機
関でスクールソーシャルワーカー
として働くことをめざす。 必修

非卒単

前期 後期

精神障害者の保健及び福祉に関
する専門的知識及び技術をもっ
て、精神科病院その他の医療施
設において精神障害の医療を受
け、又は精神障害者の社会復帰
の促進を図ることを目的とする施
設を利用している者の地域相談支
援の利用に関する相談その他の
社会復帰に関する相談に応じ、助
言、指導、日常生活への適応のた
めに必要な訓練その他の援助を
行うことを業とする精神保健福祉
士の力量を養う

社士
共通

精神
必修

精保援助実習指導

精保援助実習

精神保健福祉士国家試験対策講座

1年次 2年次 3年次 4年次

前期 後期 前期 後期 前期 後期
学習目標 区分

○＝３つの中から、１つを選

○＝選択科目



４、地域貢献コース（公務員特設） 　=基礎教養系科目 　＝専門教育系科目 科目の右の数字は単位数

日本国憲法Ⅰ ２ 日本国憲法Ⅱ ２ 総合教養C(社会科学) ２ 総合教養D(人文科学) 2 法学Ⅰ 2 法学Ⅱ 2

社会学 2 社会福祉発達史 2 社会学特講 2 経済学特講 2

経済学 ２ 人権と福祉 ２ 総合教養A(一般知能) 2 政治学 2

総合教養E(自然科学) 2 総合教養B(一般知能) 2

民法Ａ ２ 民法Ｂ ２

行政学 ２

非卒
科目

４ 4 公務員対策講座Ⅲ 4

人間福祉入門 ２ キャリア形成論Ⅰ ２ キャリア形成論Ⅱ ２ 地域社会学 ２ キャリア形成論Ⅲ ２

福祉住環境論 ２

職業体験Ⅰ 2 職業体験Ⅱ ２ 職業体験Ⅲ 2

【備考】　このコースにおいても、社会福祉士受験資格を取得することは可能。

福祉の視点を活かしながら、地方
公務員をめざす

公務員対策講座Ⅰ 公務員対策講座Ⅱ

公務員
推奨

社会人として必要なスキルや能力を
把握し、実際に働く人達との交流し、
仕事を通じて自己分析力を高める

インターン
シップ
推奨

前期 後期 前期 後期 前期 後期
学習目標 区分

1年次 2年次 3年次 4年次

前期 後期



教育学部　子ども教育学科　子ども教育コース　科目系統図 赤字は卒業必修科目　　( 　)は単位数

前期 後期 前期 後期 3年 4年

幅広い見識を涵養する  キリスト教概論Ⅰ(2)  キリスト教概論Ⅱ(2)
 哲学の基礎(2)  倫理学の基礎(2)
 文学と人間(2)  健康と人間(2)
 環境と人間(2)  宗教と人間(2)
 現代社会と人間(2)  人間と言語発達(2)
 現代社会と情報(2)  ジェンダー論(2)
 歴史と人間(2)  死生学(2)
 美濃と飛騨のふくし(2)

教育・保育を担う  キャリア形成論Ⅰ（2）  キャリア形成論Ⅱ（2）  キャリア形成論Ⅲ（2）
主体の形成と  ボランティア活動論(2)  異文化交流(2)  キャリア形成論Ⅳ（1）
自己実現をめざす  スポ－ツ科学論(2)

 障害者とのコミュニケーション(1)
 身体による表現活動Ⅰ（ｽﾎﾟ-ﾂ実技）(1)  身体による表現活動Ⅱ（ﾚｸﾘｴ-ｼｮﾝ実技）(1)

 言語による表現活動Ⅰ-1（ｺﾐｭﾆｹ-ｼｮﾝ英語）(1)  言語による表現活動Ⅰ-2（ｺﾐｭﾆｹ-ｼｮﾝ英語）(1)

 言語による表現活動Ⅰ-3（ｺﾐｭﾆｹ-ｼｮﾝ英語）(1)  言語による表現活動Ⅰ-4（ｺﾐｭﾆｹ-ｼｮﾝ英語）(1)

 言語による表現活動Ⅱ-1（ｺﾐｭﾆｹ-ｼｮﾝ中国語）(1)  言語による表現活動Ⅱ-2（ｺﾐｭﾆｹ-ｼｮﾝ中国語）(1)

 言語による表現活動Ⅲ-1（ｺﾐｭﾆｹ-ｼｮﾝ韓国語）(1)  言語による表現活動Ⅲ-2（ｺﾐｭﾆｹ-ｼｮﾝ韓国語）(1)

 音楽による表現活動(1)
 情報活用論Ⅰ(2)  情報活用論Ⅱ(2)  情報活用論Ⅲ(2)  情報活用論Ⅳ(2)

学習の基礎となる  日本国憲法Ⅰ(2)  日本国憲法Ⅱ(2)
人間についての  心理学(2)  心理学特講(2)
科学的な理解を深める  法学Ⅰ(2)  法学Ⅱ(2)

 社会学(2)  社会学特講(2)
 経済学(2)  統計学(2)
 政治学(2)
 比較認知発達論(2)
 生命倫理(2)

専門教育の導入となる 子どもと教育（2） 地域教育学（2）
子どもについての 子ども教育学基礎演習ⅠA(1) 子ども教育学基礎演習ⅠB(1) 子ども教育学基礎演習ⅡA(1) 子ども教育学基礎演習ⅡB(1)
科学的な理解を深める

基
礎
教
養
系
科
目

1年 2年 3年・4年

子ども学全般で必要とする
幅広い基礎知識を学ぶ

子ども学で必要とする
諸分野の専門知識の基礎を学ぶ

子ども学で必要とする
諸分野の専門知識を学ぶ



専門的な知識や 学校教育に関する  教職入門(2)  教育課程論（小）(2)   教育方法の研究（小）(2)  教育原理B(2)  教育相談(2)
技術を身につける 専門的な知識や  教育原理A(2)  教育心理学  (2)  教育社会学(2)  教育史(2)

技術を身に付ける  児童心理学(2)
  教育行政学(2)

学校教育に関する  日本語表現法（書写を含む）(2)  図画工作(1)  体育(1)  家庭(2)  生活科教育法(2)  教職実践演習（小）(2)
専門的な知識や  音楽Ａ(1)  音楽Ｂ(1)  理科(2)  図画工作科教育法(2)  体育科教育法(2)  
技術を身に付ける  生活(2)  算数(2)  社会(2)  社会科教育法(2)  音楽科教育法(2)

 国語科教育法(2)  算数科教育法(2)  家庭科教育法(2)
 理科教育法(2)  生徒指導論(2)
 道徳教育論(2)  外国語活動(2)

 特別活動(2)
 小学校教育実習(4)
 小学校教育実習指導(1)

幼児教育に関する  保育内容総論A(1)  保育内容演習ⅡA（人間関係）(1)  幼児指導法(1)  教育方法の研究（幼）(2)  保育・教職実践演習（幼）(2)
専門的な知識や  保育内容演習ⅤA（音楽表現）(2)  保育内容演習ⅢA（環境）(1)  保育・教育課程論(幼)(2)  幼児理解と援助(2)
技術を身に付ける  保育内容演習ⅣA（言葉）(1)  保育内容演習ⅠA（健康・養護）(1)

 保育内容演習ⅥA（造形表現）(1)

子どもの発達や健康に  発達支援論(2)
関する専門的な知識や  
技術を身に付ける

表現技術に関する  音楽表現技術(1)  音楽表現技術B(1)  総合表現活動A(1)  コーディネーショントレーニング(1)
専門的な知識や  言語・身体表現技術(1)  造形表現技術(1)  総合表現活動B(1)
技術を身に付ける

状況に柔軟に対応 子ども学研究に関する  子ども教育学専門演習Ⅰ(2)  子ども教育学専門演習Ⅱ(2)
できる実践的な 専門的な知識や
応用力を培う 技術を身に付ける

子育て支援に関する  子育て支援の基礎(2)  特別支援教育(2)
専門的な知識や
技術を身に付ける

幼稚園実習に関する  幼稚園教育実習Ⅰ(2)
専門的な知識や  幼稚園教育実習方法研究Ⅰ(1)
技術を身に付ける

学校教育についての 学校現場に関する  教育現場参観(1)  授業実践演習Ⅰ(1)  授業実践演習Ⅱ(1)  授業実践演習Ⅲ(1)
実践力を養う 専門的な知識や  教育現場体験Ⅰ(1)  教育現場体験Ⅱ(1)

技術を身に付ける  学校インターンシップⅠ(1)  学校インターンシップⅡ(1)
 学校インターンシップⅢ(1)

教員採用試験に対する 小学校教員採用試験対策講座Ⅰ(2） 小学校教員採用試験対策講座Ⅱ(2） 小学校教員採用試験対策講座Ⅲ(2） 小学校教員採用試験対策講座Ⅴ(2）
知識・技能を身に付ける  小学校教員採用試験対策講座Ⅳ(2）

 公務員対策講座

専
門
教
育
系
科
目

　　　　　　　　職業体験Ⅰ（2）　　　　　　　　・　　　職業体験Ⅱ（2）　　　　　　　・　　　職業体験Ⅲ（2）

非
卒
科
目



教育学部　子ども教育学科　保育・発達支援コース　科目系統図 赤字は卒業必修科目　　( 　)は単位数

前期 後期 前期 後期 3年 4年

幅広い見識を涵養する  キリスト教概論Ⅰ(2)  キリスト教概論Ⅱ(2)
 哲学の基礎(2)  倫理学の基礎(2)
 文学と人間(2)  健康と人間(2)
 環境と人間(2)  宗教と人間(2)
 現代社会と人間(2)  人間と言語発達(2)
 現代社会と情報(2)  ジェンダー論(2)
 歴史と人間(2)  死生学(2)
 美濃と飛騨のふくし(2)

教育・保育を担う  キャリア形成論Ⅰ（2）  キャリア形成論Ⅱ（2）  キャリア形成論Ⅲ（2）
主体の形成と  ボランティア活動論(2)  異文化交流(2)  キャリア形成論Ⅳ（1）
自己実現をめざす  スポ－ツ科学論(2)

 障害者とのコミュニケーション(1)
 身体による表現活動Ⅰ（ｽﾎﾟ-ﾂ実技）(1)  身体による表現活動Ⅱ（ﾚｸﾘｴ-ｼｮﾝ実技）(1)

 言語による表現活動Ⅰ-1（ｺﾐｭﾆｹ-ｼｮﾝ英語）(1)  言語による表現活動Ⅰ-2（ｺﾐｭﾆｹ-ｼｮﾝ英語）(1)

 言語による表現活動Ⅰ-3（ｺﾐｭﾆｹ-ｼｮﾝ英語）(1)  言語による表現活動Ⅰ-4（ｺﾐｭﾆｹ-ｼｮﾝ英語）(1)

 言語による表現活動Ⅱ-1（ｺﾐｭﾆｹ-ｼｮﾝ中国語）(1)  言語による表現活動Ⅱ-2（ｺﾐｭﾆｹ-ｼｮﾝ中国語）(1)

 言語による表現活動Ⅲ-1（ｺﾐｭﾆｹ-ｼｮﾝ韓国語）(1)  言語による表現活動Ⅲ-2（ｺﾐｭﾆｹ-ｼｮﾝ韓国語）(1)

 音楽による表現活動(1)
 情報活用論Ⅰ(2)  情報活用論Ⅱ(2)  情報活用論Ⅲ(2)  情報活用論Ⅳ(2)

学習の基礎となる  日本国憲法Ⅰ(2)  日本国憲法Ⅱ(2)
人間についての  心理学(2)  心理学特講(2)
科学的な理解を深める  法学Ⅰ(2)  法学Ⅱ(2)

 社会学(2)  社会学特講(2)
 経済学(2)  統計学(2)
 政治学(2)
 比較認知発達論(2)
 生命倫理(2)

専門教育の導入となる 子どもと教育（2） 地域教育学（2）
子どもについての 子ども教育学基礎演習ⅠA(1) 子ども教育学基礎演習ⅠB(1) 子ども教育学基礎演習ⅡA(1) 子ども教育学基礎演習ⅡB(1)
科学的な理解を深める

3年・4年

教育学全般で必要とする
幅広い基礎知識を学ぶ

教育学で必要とする
諸分野の専門知識の基礎を学ぶ

教育学で必要とする
諸分野の専門知識を学ぶ

基
礎
教
養
系
科
目

1年 2年



専門的な知識や 教育に関する  教職入門(2)  教育心理学  (2)  保育・教育課程論（幼）(2)  教育方法の研究(幼)(2)  教育社会学(2)  教育史(2)
技術を身につける 専門的な知識や  教育原理A(2)  教育原理B(2)  教育相談(2)

技術を身に付ける  児童心理学(2)
  教育行政学(2)

保育に関する  保育内容総論A(1)  保育原理(2)  幼児指導法(1)  保育内容演習ⅠA（健康・養護）(1)  保育内容演習ⅠB（健康・養護）(1)
専門的な知識や  保育内容演習ⅤA（音楽表現）(2)  保育内容総論B(1)  保育内容演習ⅣA（言葉）(1)  保育内容演習ⅤB（音楽表現）(1)  保育内容演習ⅡB（人間関係）(1)
技術を身に付ける  保育の心理学Ⅰ(2)  保育内容演習ⅡA（人間関係）(1)  保育内容演習ⅥA（造形表現）(1)  幼児理解と援助(2)  保育内容演習ⅢB（環境）(1)

 保育内容演習ⅢA（環境）(1)  保育・教育課程論(幼)(2)  保育内容演習ⅣB（言葉）(1)
 保育内容演習ⅥB（造形表現）(1)
 保育の心理学Ⅱ(1)

学校教育に関する  日本語表現法（書写を含む）(2)  図画工作(2)  体育(2) 保育・教職実践演習（幼）(2)
専門的な知識や  音楽A(2)  音楽B(2)  
技術を身に付ける  生活(2)

社会福祉に関する  児童家庭福祉論(2) 社会的養護(2)  社会福祉概論Ａ(2)  相談援助(1)  家庭支援論(2)
専門的な知識や  障害者福祉論(2)  保育相談支援(1)
技術を身に付ける   保育者論(2)  地域福祉論A(2)

 社会福祉概論B(2)

子どもの発達や健康に  乳児保育A(1)  乳児保育B(1)  子どもの保健Ⅱ(1)
関する専門的な知識や  子どもの保健ⅠA(2)  子どもの保健ⅠB(2)  子どもの食と栄養A(1)
技術を身に付ける  子どもの食と栄養B(1)

 社会的養護内容(1)
   障害児保育A(1)

 障害児保育B(1)

表現技術に関する専門  音楽表現技術A(1)  音楽表現技術B(1)  総合表現活動A(1)  コーディネーショントレーニング(1)
的な知識や技術を身に  言語・身体表現技術(1)  造形表現技術(1)  総合表現活動B(1)
付ける

 
教育学研究に関する 子ども教育学専門演習Ⅰ(2)  子ども教育学専門演習Ⅱ(2)
専門的な知識や
技術を身に付ける

状況に柔軟に対応 子育て支援に関する  子育て支援の基礎(2)  地域子育て支援実習(4)
できる実践的な 専門的な知識や  地域子育て支援実習方法研究(1)
応用力を培う 技術を身に付ける

幼稚園実習に関する  幼稚園教育実習Ⅰ(2)  幼稚園教育実習方法研究Ⅱ(1)  幼稚園教育実習Ⅱ(2)
専門的な知識や  幼稚園教育実習方法研究Ⅰ(1)
技術を身に付ける

保育実習に関する  保育実習ⅠＢ（施設実習）(2)  保育実習ⅠＡ（保育所実習）(2)  保育実習方法研究Ⅱ（保育所）(1)  保育実習Ⅱ（保育所実習）(2)
専門的な知識や  保育実習方法研究ⅠＢ（施設）(1)  保育実習方法研究ⅠＡ（保育所）(1)  保育実習方法研究Ⅲ（施設）(1)  保育実習Ⅲ（施設実習）(2)
技術を身に付ける

幼児教育・保育・福祉に  幼児教育・保育・福祉インターンシップA(1)

ついての実践力を養う  幼児教育・保育・福祉インターンシップB(1)

職場体験Ⅰ 職場体験Ⅱ 職場体験Ⅲ

社会福祉士国家試験 社会福祉士に関する  医学一般(2)  医療福祉論(2)  公的扶助論(2)  地域福祉論B(2)
受験資格必修科目 専門的な知識や  権利擁護と成年後見制度(2)  社会調査(2)

技術を身に付ける  就労支援(2)
 社会福祉援助技術概論Ａ(2)  社会福祉援助技術概論Ｂ(2)  老人福祉論(2)  社会福祉援助技術論ⅠＢ(2)  社会保障論Ａ(2)  社会福祉援助技術演習Ⅲ(1)

 社会福祉援助技術論ⅠＡ(2)  社会保障論Ｂ(2)  福祉行財政と福祉計画(2)
 社会福祉援助技術論ⅡＡ(2)  福祉経営学(2)
 社会福祉援助技術論ⅡB(2)  更正保護制度(2)
 社会福祉援助技術演習Ⅰ(1)
 社会福祉援助技術演習Ⅱ(1)
 介護概論(2)
 社会福祉実習(4)
 社会福祉実習指導(2)

専
門
教
育
系
科
目

卒
要
件

非
卒
要
件



前期 後期 前期 後期 前期 後期 前期 後期

文学と人間○2 キリスト教概論◎2 指定最低単位数 必須 選択 選択科目で

環境と人間○2 健康と人間○2 14 12 12 7以上取得

現代社会と情報○2 宗教と人間○2

哲学の基礎○2 死生学○2

現代社会と人間○2

人間と言語発達○2

ボランティア活動論○2 身体による表現活動Ⅰ○1

スポーツ科学論○2 身体による表現活動Ⅱ○2

情報活用論Ⅰ○2 情報活用論Ⅱ○2 情報活用論Ⅲ○2 情報活用論Ⅳ○2

言語による表現活動Ⅰ-1◎1 言語による表現活動Ⅰ-2◎1

言語による表現活動Ⅱ-1○1 言語による表現活動Ⅱ-2○1 言語による表現活動Ⅰ-3○1 言語による表現活動Ⅰ-4○1

言語による表現活動Ⅲ-1○1 言語による表現活動Ⅲ-2○1

経済学○2 日本国憲法○2 統計学○2

法学○2

社会学○2 生物学○2

心理学○2 物理学○2

生命倫理◎2

総合科目A○2

総合科目B○2

人間発達学○2 医療安全学(感染防御学〈対策〉）◎2 臨床心理学○2 公衆衛生学○2

コミュニケーション論○2

理学療法基礎演習Ⅰ◎1 理学療法基礎演習Ⅱ◎1 理学療法基礎演習Ⅲ◎1 理学療法基礎演習Ⅳ◎1

「人体の構造を学ぶ」 解剖学Ⅰ◎1 解剖学Ⅱ◎1 運動生理学◎1 解剖学実習◎1 指定最低単位数 必須 選択 選択科目で

「人体の機能を学ぶ」 生理学Ⅰ◎1 生理学Ⅱ◎1 生理学実習◎1 12 13 3 11以上取得

「人体の運動機能を学ぶ」 運動学Ⅰ◎1 運動学Ⅱ◎1 運動学実習◎1 臨床運動学◎1 生体工学○2

「人体の構造・機能・運動の統合」 体表解剖学◎1 体表解剖学実習◎1 運動器超音波解剖実習○1

医学概論◎2 病理学概論◎2 内科系医療学◎2 小児医学系医療学◎2 指定最低単位数 必須 選択

精神医学系医療学◎2 整形外科系医療学◎2 老年医学系医療学◎2 12 16 0

神経内科系医療学◎2

リハビリテーション概論◎2 指定最低単位数 必須 選択

医療福祉論◎2 2 4 8

福祉機器入門○2 生活支援工学○2

音楽療法概論○2 精神科リハビリテーション論○2

「理学療法の概要を学ぶ」 理学療法概論Ⅰ◎2 理学療法概論Ⅱ◎1 理学療法特講◎2 指定最低単位数 必須 選択

「構造と機能を学ぶ」 6 8 0

「研究方法を学ぶ」 理学療法研究Ⅰ◎1 理学療法研究Ⅱ◎1 理学療法研究Ⅲ◎1

「検査測定の基礎を学ぶ」 基礎理学療法検査・測定論Ⅰ◎1 基礎理学療法検査・測定論Ⅱ◎1 基礎理学療法検査・測定論Ⅲ◎1 指定最低単位数 必須 選択

骨関節障害系理学療法評価学◎1 5 7 0

内部障害系理学療法評価学◎1

神経障害系理学療法評価学◎1

スポーツ障害系理学療法評価学◎1

義肢装具学◎2 骨関節障害系理学療法学◎2 骨関節障害系理学療法学実習◎1 指定最低単位数 必須 選択

マニュアルセラピー○2 内部障害系理学療法学◎2 内部障害系理学療法学実習◎1 20 25 8

神経障害系理学療法学◎2 神経障害系理学療法学実習◎1

筋力トレーニング論○2 スポーツ障害系理学療法学◎2 スポーツ障害系理学療法学実習◎1

小児発達障害系理学療法学◎2 小児発達障害系理学療法学実習◎1

老人生活系理学療法学◎2

物理療法学◎2 物理療法学実習◎1

日常生活活動学◎2 日常生活活動学実習◎1

認知運動療法概論○2

ストレッチング○2

指定最低単位数 必須 選択

地域理学療法学◎2 地域理学療法学実習◎1 4 5 0

生活環境論◎2

臨床体験見学実習◎1 臨床評価実習◎3 総合臨床実習Ⅰ◎7 指定最低単位数 必須 選択

総合臨床実習Ⅱ◎7 18 21 0

臨床実習指導Ⅰ◎1 臨床実習指導Ⅱ◎1 臨床実習指導Ⅲ◎1

◎：必須科目　○：選択科目 卒業要件129単位 必修15・選択 必修18・選択 必修14・選択 必修16・選択 必修18・選択 必修12・選択 必修16・選択 必修2・選択 指定最低単位数 必須 選択

93 111 18

理学療法学科 科目系統図

科目群
指定規則教育内容

「目標」 学習目標

１年次 ２年次 ３年次 ４年次

「人間とリハビリテーションを学ぶ」 「医療と理学療法の基礎を学ぶ」 「理学療法の専門分野を学ぶ」 「理学療法の臨床実践と研究を学ぶ」

基
礎
教
養
系
科
目
群

［人間理解基礎科目］

科学的思考・人間と生活(14)

「対象者の生活を理解する。」

「人間を理解する」

［自己表現関連科目］ 「自己表現方法を学ぶ」

［専門基礎科学科目］

「社会の成り立ちを学ぶ」

生命の捉え方を学ぶ

［専門教育導入科目］ 「医療場面の管理を学ぶ」

専
門
教
育
系
科
目
群

［専門基礎科目］

人体の構造と機能(12)
及び心身の発達

「人体のしくみを学ぶ」

疾病障害の成り立ち(12)
及び回復過程の促進

「疾病と障害の理解」

「医療を系統的に学ぶ」

医療保健福祉と(2)
リハビリテーションの理念

「医療保健福祉の理解」

「リハビリテーションを医療保健福祉の観点から学ぶ」

［専門科目］

基礎理学療法学(6)
「理学療法の基本を学ぶ」

理学療法評価学(5)
「理学療法評価方法を学ぶ」 「系統別理学療法評価を学ぶ」

理学療法治療学(20)

「理学療法の治療を学ぶ」
「系統別理学療法治療を学ぶ」

地域理学療法学(4)
「地域理学療法を学ぶ」

必修30・選択 必修18・選択

必修111・選択 129

「生活環境支援を学ぶ」

臨床実習(18)
「臨床実践場面で学ぶ」

「理学療法の実践を学ぶ」

1年間に履修登録できる上限49単位 必修33・選択 必修30・選択



前期 後期 前期 後期 前期 後期 前期 後期

キリスト教概論◎ 宗教と人間○ 文学と人間○ 人間と言語発達○

死生学○ 現代社会と人間○ 美濃と飛騨のふくし〇

哲学の基礎○ 現代社会と情報○

スポーツ科学論○ 身体による表現活動Ⅰ○ ボランティア活動論○

身体による表現活動Ⅱ○

情報活用論Ⅰ○ 情報活用論Ⅱ○ 情報活用論Ⅲ○ キャリア形成論Ⅱ○

キャリア形成論Ⅰ○

言語による表現活動Ⅰ-1◎ 言語による表現活動Ⅰ-2◎ 言語による表現活動Ⅰ-3○ 言語による表現活動Ⅰ-4○ 言語による表現活動Ⅱ-1○ 言語による表現活動Ⅱ-2○

身体による表現活動Ⅰ 身体による表現活動Ⅱ 言語による表現活動Ⅲ-1○ 言語による表現活動Ⅲ-2○

　　　　　　　　　　　　（スポーツ実技）〇 　　　　　　　　（レクリエーション実技）〇

日本国憲法○ 保健統計学◎ 経済学○

法学○ 社会学○ 福祉住環境論〇

生物学○ 心理学○

物理学○

生命倫理◎

公衆衛生学◎ 人間関係論◎

臨床栄養学◎

臨床検査学◎

人体の構造と機能Ⅰ（解剖学）◎ 生化学◎

人体の構造と機能Ⅱ（生理学）◎

臨床薬理学◎ 疫学◎

病理学◎ 微生物学◎

疾病治療各論Ⅰ（成人）◎ 疾病治療各論Ⅱ（老人）◎

疾病治療各論Ⅲ（小児）◎

疾病治療各論Ⅳ（母性）◎

疾病治療各論Ⅴ（精神）◎

社会福祉学概論◎ リハビリテーション論◎ チーム医療論◎ 地域福祉論◎ 社会保障論◎

医学概論◎ 子ども家庭福祉論◎

保健医療福祉制度政策論Ⅰ（政策論）◎

保健医療福祉制度政策論Ⅱ（法制度）◎

看護学概論◎ 看護倫理学◎ 看護技術Ⅳ（診療の補助）◎ 基礎看護学演習Ⅱ◎

基礎看護 看護過程Ⅰ◎ 看護過程Ⅱ◎ 看護技術Ⅴ（フィジカルアセスメント）◎

看護技術Ⅰ（基本）◎ 看護技術Ⅲ（日常生活援助技術Ⅰ)◎

看護技術Ⅱ（日常生活援助技術Ⅰ)◎ 基礎看護学演習Ⅰ◎

基礎看護学実習Ⅰ◎ 基礎看護学実習Ⅱ◎

成人看護 成人看護学概論・保健◎ 成人臨床看護論Ⅰ（周手術期看護）◎ 成人臨床看護論Ⅱ(成人慢性期）◎ 成人看護学実習（急性期）◎

成人臨床看護論Ⅲ（看護技術演習）◎ 成人臨床看護論Ⅳ（看護過程演習）◎ 成人看護学実習（慢性期）◎

成人看護学演習◎

老年看護 老年看護学概論・保健◎ 老年臨床看護論Ⅰ 老年臨床看護論Ⅱ 老年看護学実習◎

　　　　　　　　　　　（健康障害と看護）◎ 　　　　　（看護技術・看護過程演習）◎ 　　　（医療・保健施設、福祉施設)◎

老年看護学演習

小児看護 小児看護学概論・保健◎ 小児臨床看護論Ⅰ 小児臨床看護論Ⅱ 小児看護学実習◎

　　　　　　　　　　　（健康障害と看護）◎ 　　　　　（看護技術・看護過程演習）◎

小児看護学演習

母性看護 母性看護学概論・保健◎ 母性臨床看護論Ⅰ 母性臨床看護論Ⅱ 母性看護学実習◎

　　　　　　　　　　　（健康障害と看護）◎ 　　　　　（看護技術・看護過程演習）◎

母性看護学演習

精神看護 精神看護学概論・保健◎ 精神臨床看護論Ⅰ 精神臨床看護論Ⅱ 精神看護学実習◎

　　　　　　　　　　　（健康障害と看護）◎ 　　　　　（看護技術・看護過程演習）◎

精神看護学演習◎

在宅看護 在宅看護論◎ 在宅臨床看護論 在宅看護学実習◎

           （看護技術・看護過程演習）◎

　 在宅看護学演習◎

看護管理論◎

医の安全○

看護の統合と実践 国際看護論○

災害看護論◎

ケアマネジメント◎

緩和ケア論○

統合看護学演習◎

統合看護学実習◎

看護学専門演習（看護研究）◎

家族看護論◎ 公衆衛生看護学概論◎ 対象別公衆衛生看護活動論 学校保健論〇 公衆衛生看護管理〇 公衆衛生看護技術論

　　　　　　　（母子・成人・高齢者）○ 産業看護論〇 　　　　   　　　（家庭訪問、健康教育)○

公衆衛生看護診断演習〇

公衆衛生看護学実習Ⅰ 公衆衛生看護学実習Ⅱ

     （個人・家族・集団の生活支援実習）○ 　   　　（公衆衛生看護活動展開実習）○

看護学科 科目系統図

科目群
指定規則教育内容

「目標」 学習目標
１年次 ２年次 ３年次 ４年次

基
礎
教
養
系
科
目
群

［人間理解基礎科目］

科学的思考・人間と生活

「対象者の生活を学ぶ」

「人間を理解する」

［自己表現関連科目］ 「自己表現方法を学ぶ」

［専門基礎科学科目］

「社会の成り立ちを学ぶ」

看護学基礎演習Ⅰ◎ 看護学基礎演習Ⅱ◎

「生命の捉え方を学ぶ」

専
門
教
育
系
科
目
群

［専門教育導入科目］

人体の構造と機能
及び心身の発達

「人体のしくみを学ぶ」

「医療場面の管理を学ぶ」

「人体の構造と機能を学ぶ」

疾病障害の成り立ち
及び回復過程の促進

「疾病と障害の理解を学ぶ」

「疾病の成り立ちと回復の促進を学ぶ」

健康支援と
社会保障制度

「社会保障制度と健康支援を学ぶ」

「社会保障と健康支援を学ぶ」

専門科目

・看護全般の概念を捉え、看護の位置づけと役割
の重　　要性学ぶ
・看護の基本となる科目や看護実践の基盤となる
科目等、既習学修内容を統合した看護を実践する
ために必要な知識と技術を学ぶ。「看護学の基本的な理論と技

術を学ぶ」

・看護の対象および目的の理解、予防、健康の回
復、保持増進および疾病･障害を有する人びとに
対する看護の方法を学ぶ

「成人看護学を展開するため
に必要な知識と技術を学ぶ」

・生活機能の観点からアセスメントし、看護を展開
する方法を学ぶ「老年看護学を展開するため

に必要な知識と技術を学ぶ」

・社会的ニーズである次世代を産み育むという視
点をもち、周産期や育児期を中心とした母と子お
よび家族を支援する方法を学ぶ

「小児看護学を展開するため
に必要な知識と技術を学ぶ」

・社会的ニーズである次世代を産み育むという視
点をもち、育児期を中心とした母と子および家族を
支援する方法を学ぶ

公衆衛生看護 ・人びとの健康行動の特性および効果的な介入方
法と技術を学ぶ。
・心身の健康保持増および疾病・障害別に予防、
発生、回復および改善に対応した支援方法と地域
活動の組織化を含めた展開方法を学ぶ

「公衆衛生看護活動を展開す
るために必要な知識と技術を
学ぶ」

「母性看護学を展開するため
に必要な知識と技術を学ぶ」

・精神の健康の保持増進と精神障害時の看護を
統合的に学ぶ「精神看護学を展開するため

に必要な知識と技術を学ぶ」

・地域で生活しながら療養する人びととその家族を
理解し、在宅での看護実践の基礎を学ぶ。
･在宅で提供する看護を理解し、他職種と協働す
る中での看護の役割を学ぶ。

「在宅看護学を展開するため
に必要な知識と技術を学ぶ」

・チーム医療および他職種との協働の中で、看護
師としてのメンバーシップおよびリーダーシップを
学ぶ。　　　　　　　　                                     　　・
看護をマネジメントできる基礎的能力を学ぶ。
・医療安全や災害直後から支援できる看護の基礎
的知識を学ぶ
・国際社会において広い視野に基づき、看護師と
して諸外国との協力について学ぶ

「看護の基本となる科目や看
護実践の基盤となる科目等
既習学修内容を統合した看
護を実践するために必要な知
識と技術を学ぶ」



履修モデル　スポーツ健康コース

科目名称
単
位

科目名称
単
位

科目名称
単
位

科目名称
単
位

キリスト教概論Ⅰ 2

情報活用論Ⅰ 2

身体による表現活動Ⅰ
（スポーツ実技）

1
身体による表現活動Ⅱ
（レクリェーション実技）

1

言語による表現活動Ⅰ－１
(コミュニケーション英語)

1

言語による表現活動Ⅰ－２
(コミュニケーション英語)

1

日本国憲法Ⅰ 2

計 9 1 0 0 10

教職入門 2 基礎演習Ⅱ-1 1

教育学Ａ 2 基礎演習Ⅱ-2 1

教育学Ｂ 2

スポーツ教育論 2

スポーツ科学論 2

スポーツ健康科学入門 2

スポーツクラブ経営論入門 2

障がい者スポーツ論入門 2

身体発達論 2

基礎演習Ⅰ-1 1

基礎演習Ⅰ-2 1

計 20 2 0 0 22

合計 29 3 0 0 32

自
己
実
現
・
自
己
表
現
関
連
科
目

専
門
基
礎
科
学
科
目

専
門
教
育
導
入
科
目

科目区分
1年次 ２年次 ３年次 ４年次 卒業

要件
合計

基
　
　
礎
　
　
教
　
　
養
　
　
系
　
　
科
　
　
目

人
間
理
解
基
礎
科
目



スポーツ実技（ダンス） 1 スポーツ実技（体つくり運動） 1 スポーツ実技（バスケットボール） 1

生理学(運動生理学を含む) 2 スポーツ実技（器械運動） 1 スポーツ実技（ソフトボール） 1

運動学（運動方法学を含む） 2 スポーツ実技（陸上競技）Ⅰ 1 教育心理学A 2

スポーツ心理学Ⅰ 2 スポーツ実技（水泳） 1 教育心理学B 2

スポーツ実技（バレーボール）Ⅰ 1 衛生学及び公衆衛生学 2

スポーツ実技（剣道） 1 保健体育科教育法A 2

教育社会学 2 保健体育科教育法B 2

スポーツマネジメント 2 保健体育科教育法C 2

学校保健A（小児保健、精神保健含む） 2 教育方法論 2

学校保健B（学校安全、救急処置法含む） 2 生徒指導論 2

教育課程論(中・高) 2 1

道徳教育論 2 教育実習（中学校） 4

特別活動論 2 教職実践演習(中・高) 2

教育相談 2

計 7 22 18 7 54

スポーツ栄養学 2 健康スポーツ論 2 リハビリテーション論 2 卒業研究 2

解剖学 2 スポーツ指導論 2 スポーツ施設論 2 情報処理論 2

スポーツ医学 2 インターンシップ(スポーツ施設) 1

スポーツ生理学 2
インターンシップ(スポーツ施設)
事前事後指導

1

運動処方論 2 専門演習 2

トレーニング論 2 スポーツカウンセリング 2

コーチング学 2 スポーツカウンセリング演習 1

テーピング演習 1 スポーツ・バイオメカニクス 2

測定評価論 2

計 4 15 15 4 38

合計 11 37 33 11 92

40 40 33 11 124

専
　
　
門
　
　
教
　
　
育
　
　
系
　
　
科
　
　
目

専
門
共
通
科
目

教育実習事前・事後指導

専
門
応
用
科
目

基礎・専門
合　　　　計



履修モデル　スポーツ経営コース

科目名称
単
位

科目名称
単
位

科目名称
単
位

科目名称
単
位

キリスト教概論Ⅰ 2

情報活用論Ⅰ 2

身体による表現活動Ⅰ
（スポーツ実技）

1
身体による表現活動Ⅱ
（レクリェーション実技）

1

言語による表現活動Ⅰ－１
(コミュニケーション英語)

1

言語による表現活動Ⅰ－２
(コミュニケーション英語)

1

日本国憲法Ⅰ 2

計 9 1 0 0 10

教職入門 2 基礎演習Ⅱ-1 1

教育学Ａ 2 基礎演習Ⅱ-2 1

教育学Ｂ 2

スポーツ教育論 2

スポーツ科学論 2

スポーツ健康科学入門 2

スポーツクラブ経営論入門 2

障がい者スポーツ論入門 2

基礎演習Ⅰ-1 1

基礎演習Ⅰ-2 1

基礎経営学 2

計 20 2 0 0 22

合計 29 3 0 0 32

自
己
実
現
・
自
己
表
現
関
連
科
目

専
門
基
礎
科
学
科
目

専
門
教
育
導
入
科
目

科目区分
1年次 ２年次 ３年次 ４年次 卒業

要件
合計

基
　
　
礎
　
　
教
　
　
養
　
　
系
　
　
科
　
　
目

人
間
理
解
基
礎
科
目



スポーツ実技（ダンス） 1 スポーツ実技（体つくり運動） 1 スポーツ実技（バスケットボール） 1

生理学(運動生理学を含む) 2 スポーツ実技（器械運動） 1 スポーツ実技（ソフトボール） 1

運動学（運動方法学を含む） 2 スポーツ実技（陸上競技）Ⅰ 1 教育心理学A 2

スポーツ心理学Ⅰ 2 スポーツ実技（水泳） 1 教育心理学B 2

スポーツ実技（テニス） 1 衛生学及び公衆衛生学 2

スポーツ実技（剣道） 1 保健体育科教育法A 2

教育社会学 2 保健体育科教育法B 2

スポーツマネジメント 2 保健体育科教育法C 2

学校保健A（小児保健、精神保健含む） 2 教育方法論 2

学校保健B（学校安全、救急処置法含む） 2 生徒指導論 2

教育課程論(中・高) 2 1

道徳教育論 2 教育実習（中学校） 4

特別活動論 2 教職実践演習(中・高) 2

教育相談 2

計 7 22 18 7 54

スポーツ栄養学 2 スポーツ経営論 2 スポーツ施設論 2 卒業研究 2

解剖学 2 スポーツクラブ経営論 2 インターンシップ(企業) 1 情報処理論 2

スポーツ指導論 2 インターンシップ(企業)事前事後指導 1

スポーツ医学 2 リハビリテーション論 2

スポーツ生理学 2 専門演習 2

運動処方論 2 スポーツカウンセリング 2

トレーニング論 2 スポーツカウンセリング演習 1

メンタルトレーニング 1

スポーツ・バイオメカニクス 2

測定評価論 2

計 4 14 16 4 38

合計 11 36 34 11 92

40 39 34 11 124

専
　
　
門
　
　
教
　
　
育
　
　
系
　
　
科
　
　
目

専
門
共
通
科
目

教育実習事前・事後指導

専
門
応
用
科
目

基礎・専門
合　　　　計



履修モデル　障がい者スポーツコース

科目名称
単
位

科目名称
単
位

科目名称
単
位

科目名称
単
位

キリスト教概論Ⅰ 2

情報活用論Ⅰ 2

身体による表現活動Ⅰ
（スポーツ実技）

1
身体による表現活動Ⅱ
（レクリエーション実技）

1

言語による表現活動Ⅰ－１
(コミュニケーション英語)

1

言語による表現活動Ⅰ－２
(コミュニケーション英語)

1

日本国憲法Ⅰ 2

計 9 1 0 0 10

教職入門 2 基礎演習Ⅱ-1 1

教育学Ａ 2 基礎演習Ⅱ-2 1

教育学Ｂ 2

スポーツ教育論 2

スポーツ科学論 2

スポーツ健康科学入門 2

スポーツクラブ経営論入門 2

障がい者スポーツ論入門 2

健康と人間 2

基礎演習Ⅰ-1 1

基礎演習Ⅰ-2 1

計 20 2 0 0 22

合計 29 3 0 0 32

自
己
実
現
・
自
己
表
現
関
連
科
目

専
門
基
礎
科
学
科
目

専
門
教
育
導
入
科
目

科目区分
1年次 ２年次 ３年次 ４年次 卒業

要件
合計

基
　
　
礎
　
　
教
　
　
養
　
　
系
　
　
科
　
　
目

人
間
理
解
基
礎
科
目



スポーツ実技（ダンス） 1 スポーツ実技（体つくり運動） 1 スポーツ実技（バスケットボール） 1

生理学(運動生理学を含む) 2 スポーツ実技（器械運動） 1 スポーツ実技（ソフトボール） 1

運動学（運動方法学を含む） 2 スポーツ実技（陸上競技）Ⅰ 1 教育心理学A 2

スポーツ心理学Ⅰ 2 スポーツ実技（水泳） 1 教育心理学B 2

スポーツ実技（テニス） 1 衛生学及び公衆衛生学 2

スポーツ実技（剣道） 1 保健体育科教育法A 2

教育社会学 2 保健体育科教育法B 2

スポーツマネジメント 2 保健体育科教育法C 2

学校保健A（小児保健、精神保健含む） 2 教育方法論 2

学校保健B（学校安全、救急処置法含む） 2 生徒指導論 2

教育課程論(中・高) 2 1

道徳教育論 2 教育実習（中学校） 4

特別活動論 2 教職実践演習(中・高) 2

教育相談 2

計 7 22 18 7 54

スポーツ栄養学 2 障がい者スポーツ論Ⅰ 2 障がい者スポーツ論Ⅲ 2 障がい者スポーツ実習Ⅲ 1

解剖学 2 障がい者スポーツ論Ⅱ 2 障がい者スポーツ実習Ⅰ 1 障がい者スポーツ実習Ⅳ 1

障がい者スポーツ実技 1 障がい者スポーツ実習Ⅱ 1 障がい者レクリエーション論 2

障害者の特性と理解Ⅰ 2 特別支援教育論 2 障害者の特性と理解Ⅱ 2

スポーツ指導論 2 リハビリテーション論 2 卒業研究 2

スポーツ医学 2 専門演習 2

スポーツ生理学 2 スポーツ・バイオメカニクス 2

テーピング演習 1

計 4 14 12 8 38

合計 11 36 30 15 92

40 39 30 15 124
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